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Targeting Group - Blink & Pupil Metrics
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	図 3:VRボール投げ１投球における動作および視線データ（上段：的当て群、下段：ボール投げ群）
	Release、Impact）を抽出した。
	• Reset：ボールを被験者の手元に移動させた瞬間。
	• 時系列の先頭時点（normalized time = 0.0）とした。
	• Throw start：Releaseに至る動作の直前から腕が後方に引かれたタイミングを事後的に定義したものであり、データ上では手の前後位置が変化し始めた最初の点とされた。
	• Release：あらかじめ設計された投球条件（初速度と角度）を満たす動作が実行された時点を示す。
	• Impact：Release後にボールが的もしくは地面にぶつかった瞬間（内部データDebug ball position Yが0となった時）と定義された。
	ただし、これらのイベントはいずれも群平均プロファイルでは平均化の影響で条件に合致する時点がなかったりズレがあるため、次章の平均化後の結果への適用では近似を行い、自動的に検出したタイミング傾向として導出した。

	3. 結果
	4. 考察
	最も顕著であった結果は、両眼輻輳（Vergence）のタスク間における違いである。Vergenceは両眼の視線の交差角度から奥行きを推定する手がかりであり[6]、値が負方向に大きいほど、視線はより近くの距離に収束していることを意味する。今回の結果では、ボール投げ群ではVergenceが一貫して負の値で安定し、全体を通してほとんど変化が見られなかった。これは、視線が常に近距離に向けられており、映像上のボールの距離変化や背景の奥行き表示が視線行動に反映されていなかったことを示している。一方、的当て群...



